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佐賀県立伊万里特別支援学校 

いまり 特別支援学校だより 

 一人ひとりが輝いた「はってん祭」  

「はってん祭」ではコロナウイルス対策のため学習活動に制限がありましたが、 

Ａ・Ｂ・Ｅ１課程のみんなは「作業学習で製作した作業製品の販売」、Ｅ２課程の 

みんなは「伊万里っ子映画館～ＦＧ音楽会～」の発表に向け、昨年度の経験をいか 

してみんなで頑張ってくれました。 

また、「美術作品」や、「はってん祭を盛り上げるための看板」や「ガーランド・ 

トリックアート」など、一人ひとりの気持ちと技量で「はってん祭」を成功させて 

くれました。         

 思いっきり楽しんだよ！はってん祭！！  

 今年度小学部は、体育館と小学部棟１階、２階プレイルームに遊び場を設置して遊びの指導の発表をしま

した。コロナ禍ということもあり、学部を体育館グループとプレイルームグループに分け、時間で交代して

活動しました。そのような中でも児童は、異学年の児童と一緒にすべり台を滑ったり、トランポリンで跳ん

だり、カラーボールを吊したかごに投げ入れたりし、遊びを 

通して友達との関わりを広げました。また、滑り方や跳び方 

にも工夫が見られ、すべり台では敷物に乗って立ったまま滑 

り降りる児童もいました。来年こそみんなと活動できるはっ 

てん祭になってほしいと思います。 

 高等部スローガン～心は近く距離を保って販売するぞ！～ 

 

 

 

 

 
 
 
 

自分たちが作った製品や生産物が売れてお客様から代金をいただく

時、生徒たちは本当に明るい表情になります。「製品を認めてもらえた。」

「生産物を使ってもらえる。」「次はもっと売れるようにしよう。」そう

いった思いが生徒の自信になり、自己肯定感へとつながります。 

今年もたくさんの保護者様に来校いただき、生徒の活動を盛り上げて

くださいました。コロナ禍でもできることを精いっぱい、けなげに頑張

る生徒の姿を見て、私たち大人も力をもらったような気がしました。 

 ・・・初めての校外でのお仕事体験！！ 

 中学部では、１０月１８日～２９日の間、「国見の里」「いまりの里」「にこにこいまり」「椿作業所」の４

つの事業所に、３年生計１０名の生徒が２～５日間体験に行きました。今年の３年生はコロナウイルス感

染拡大の影響もあり、１～２年生の間は中々校外での活動が思うようにできず、初めての校外での体験活

動となりました。 

国見の里では釣り具の袋詰めや食品の箱詰め、いまりの里では紙の分別や除草作業、にこにこいまりで

は牛乳パックのリサイクル、椿作業所では除草作業等の活動に取り組みました。初めての校外での長期体

験に不安もあったようですが、一日も休むこともなく、毎日元気に登校することができました。また、緊張

は見えましたが、一人一人事前に自分で立てた目標を意識して、“あいさつ”“返事”“報告・相談”など働

くうえで大切なことを事業所の方に対してもしっかりと行うことができました。報告会では、自分の頑張

ったことを嬉しそうに報告する姿が見られ、大人への成長が少し感じられました。今後の学校生活でも今

回学んだことを意識して生活してほしいと思います。 

 



 

 ・・・自分の良さを知り、課題を見つける体験に。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 １０月～１１月の期間で、後期就業・施設体験が行われまし

た。短期間～３週間の体験とそれぞれに日数は違いますが、誰

もがしっかりと心の準備をして挑みました。 

 作業内容を見ると、一日中同じ作業をする、いろいろな作業

をする、毎日作業内容が変わるなど、体験先により様々です。

「この事業所は自分の将来の生活にマッチするだろうか。」を

確かめる体験でもあり、「この事業所で働く生活に慣れよう。」

と挑戦する体験でもありました。 

 この就業体験で生徒たちは、自分が持つ良さを知り、そして

新しい課題を見つけることができました。就業体験中の送迎

や必要品の準備など、ご協力ありがとうございました。 

 楽しかったよ 修学旅行！！ 

 １０月２１日（木）に小学部５・６年生は伊万里市・嬉野市方面への修学旅行へ行ってきました。 

 伊万里・有田焼伝統産業会館では、６寸皿に絵付けをしました。鉛筆で下書きをして筆でなぞったり、

塗ったりしました。子ども達は慣れない筆に苦心していましたが、それぞれに趣のある皿ができあがりま

した。午後はうれしの茶交流館「チャオシル」でハンカチ 

に染め付けをしました。ハンカチの折り方や割り箸、ゴム 

の付け方でいろいろな模様ができ、世界で一つの自分だけ 

のハンカチが完成しました。 

コロナ禍での修学旅行でしたが、普段体験できない事を 

体験し、良い思い出ができました。 

佐賀県内を巡り、たくさんのことを学び、体験しました！ 
 

 

 

 

 

 
 
 
 

知的障害課程３年（11/11.12） 

1 日目「バルーンミュージアム」「九州佐賀国際

空港」2 日目「玄海海中展望塔」「曳山展示場」へ

と行ってきました。宿泊はしませんでしたが、県内

の地図の学習にも取り組み、みんなで、行って、や

って、みつけて、楽しんできました。 

天気が心配でしたが、雨の影響もなく、空港では

虹をバックに記念写真を撮ることができました。 

肢体不自由課程２・３年（10/20） 

嬉野市へ出かけました。 

お皿に絵付けや、ハンカチ 

に茶染め、街中で足湯をす 

る体験をしました。 

お昼は温泉湯豆腐を食べ 

ました。短い時間でしたが、 

満喫しました。 

  佐賀の魅力を十分に満喫した 2 日間でした！ 

佐賀には美味しいものや素敵な文化、歴史がいっぱいでした。 
 

 

 
 
 
 

高等部知的障害課程３年生、肢体不自由課程２・３年生

は、佐賀県内の嬉野、武雄、唐津などを巡る修学旅行に行

きました。何度も延期になった念願の修学旅行だったので、

生徒はとても楽しみにしていました。授業で旅行のルート

の案を考えて、生徒の希望の場所に行くこともできました。 

 食事では、イカの活き造り、嬉野温泉湯豆腐、佐賀牛、コース料理などグルメも楽しみました。 

佐賀の美味しいものや素敵な文化、歴史を満喫し、佐賀の良さを再発見した修学旅行でした。 

次回は、３月の発行

を予定しています。 

引き続き、よろしく

お願いします！ 


